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生 年 月　1992年 4月埼玉県生まれ
最終学歴　2017年 東京理科大学大学院
　　　　　�理工学研究科 建築学専攻

修了
業務経歴　2017年 大成建設㈱入社
　　　　　現在 本社建築設計第一部
●担当した主なプロジェクト
2017年　NEI IKEBUKURO
2018年　MARQ OMOTESANDO ONE
2020年　東京避雷針工業横浜支店
2022年　大通西4南地区
　　　　第一種市街地再開発事業
2022年　大阪避雷針工業広島支店
　　　　（基本設計）
2025年　�大成建設 総合窓口 

リニューアル計画

■青年技術者のことば
私は、建築を単体で完結するもの
ではなく、まちや人、時間などの
多様な事柄の関係性によってかた
ちになるものと捉えています。
敷地条件や施主の要望に応えるだ
けでなく、その場所が持つ空気感
や、そこで過ごす人の振る舞いに
目を向け、空間につながる小さな
手がかりをすくい上げることを大
切にしてきました。
東京避雷針工業横浜支店では、土
地区画整理事業で変わりゆくまち
の中に、施主がこの地で過ごして
きた時間を重ねることを考えまし
た。その場所ならではの空間のあ
り方、素材の選定を通して、建築
計画の背景にある多様なコンテク
ストを空間に落とし込むことを試
みました。
大阪避雷針工業広島支店では、河
川とともにある広島の雄大な風景
と、敷地周辺のヒューマンスケー
ルな空間を重ね合わせ、地域に静
かに馴染みながら、豊かな内部空
間のつながりを持つ建築を目指し
ました。
いずれの計画でも、対話を重ね、
スケッチを描きながら、関係者の
想いを受け取り、建築の輪郭を探
してきました。一つの建築だけで
は、社会の大きな課題を解くこと
はできないかもしれません。それ
でも、その場所で過ごす人にとっ
て心地よい場をつくり、周囲にも
小さな良い変化をもたらすことは
できると考えています。これから
も、一つひとつの建築に誠実に向
き合い、その場所にふさわしく、
時間とともに魅力が増していく建
築をつくっていきたいと思います。
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